
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)42, 17'-180(1989)

堆厩肥と施肥水準が冷害年のサイレージ用 トウモロコシ

の 生 育 。収 量 及 び 成 分 に 及 ぼ す 影 響

伊 藤 純 ―・ 小 池 一 正
*・
小 林  寛*。 斉 藤 悦 郎*

(福島県農業振興課・
*福
島県畜産試験場)

influence of Compost and Chemical Fertilizer upOn Growth, Yield and

ingredients of Corn as Silageヽ laterials in Year of Cold Weather

Junich ITO,Kazumasa KoIKEl HirOshi KoBAYASHI*and Etsuro SAlTO*

(Agricu:lil P:『 lli:il∫ II:1:llllli:11);nix::il露 [11i:tillirnment)

1 は じ め に

当場では昭和60年よリサイレージ用トウモロコンの堆厩

肥と化成肥料の適正組合せについて検討をかさねてきてい

る。そこでその連年施用試験の 4年目の成績について述べ

ると共に,昭和63年は本県においてもかなりの冷害が見ら

れたことから,冷害年 (昭和63年 )と平年 (昭和61,62年

の平均値)の成績を比較し,堆厩肥と施肥水準がサイレー

ジ用 トウモロコンの生育 ,収量及び成分に及ぼす影響につ

いて検討した。

2試 験 方 法

(1)試験地 :畜産試験場試験地 (黒色火山灰土に粘土質

土を厚さ40mに客土)
唸)供試品種 :NS 68
0)試験区及び処理

表 1

3 結果及び考察

0)昭和63年気象について
1)気温は播種以降 5月 下旬を除き平年より高めに推

移したが, 7月 に気温が大幅に低下し冷夏となった。 8月

にはいると,上・下旬は平年を上回り真夏日も認められた

が,9月 以降収穫期まではほぼ平年並に推移した。

2)降水量については,6月下旬から10月上旬まで平
年を大幅に上回る降水量となり,特に,登熟期に当る雄穂

抽出期から収穫期までの雨量は平年の 2倍以上であった。

3)日照時間については,5月 下旬から9月末までい

ずれの月も平年を大きく下回って推移し,この間の合計ロ

照時間は平年の約1/2に 過ぎなかった。

(a 生育特性
1)得長 : 0-0,0-75,4-0区 と堆IIE,化

成肥料とも少なかった区は他区に比べ低かったが,そ の他

の区は240～ 250`寵 であった。また,平年と比較すると各

区とも10%ほ どの減少となった。

2)雌・雄穂抽出期及び黄熟期 : 雌雄穂抽出期は化
成肥料及び堆肥水準が高いはど早く,こ の傾向は平年と変

わりなかった。また,平年と比較するといずれも7～ 12日

の遅れであった。黄熟期についても雌雄抽出期同様,化成

及び堆肥水準の高い区ほど早く,平年と比較すると9～ 19

日の遅れとなった。

3)不稔率 : 堆肥 Oι 区の化成少肥区と8t区の化
成多肥区については平年より2～ 4害1増加したが,そ の他

の区では平年より低めであった。

4)病害率 : 各区とも平年より明らかに高く,特に
ゴマハガレ病については 100%に 近い発生率となり,そ の

ほかにも種々の病気が発生した (以上表 2)。

3)収量性
1)乾物収量 : 堆肥 Oι ,4′ 区では化成肥料が増

加するに従い収量も増加したが,8`区では化成肥料の水
準にかかわらず,収量に差は認められなかった。また化成

肥料の水準からみると, 0,75,1助 区では堆肥水準が高
まるに従い増収したが,225″ 区では堆肥 4ι 区が最も多
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表 2 生育特性

試 験 区 発芽期
(月 日)

雄徳抽出期
(月 日)

雌穂抽出期
(月 日)

黄 熟 期
(月 日)

厚  長
(m)
雌穂高比
(%)
虫 害 率
(%)
不 稔 率
(%)

MOC O,
C7,5
C15
C22.5

5 20 811(8日 遅れ)
6(7日 ″ )

5(  ″  )
4(  ″  )

822(12日遅れ )
8(6日  ″ )
8(,日  ″ )
6(7日  ″ )

10 4(14日 遅れ )

10 3(13日  ″ )

'22(,日
 ″ )

92'(11日 ″ 〕

1'4(92)

221( 88)

235( 88)

23,( 89)

32(84)
41( 93)

42( '1)

43( ,4)

22(183)

4(17)
11(31)
14( 47)

40(125)

16(146)

6(101j)

5( 50)

M4C O
C 7,

c15
C22,

5

5

5 19
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1'

8 7(7日 遅れ )
6(8日  ″ )
4(7日 ″ )

4(  ″  )

8 '(6日 遅れ )
7(8日  ″ )
6(  ″  )
5(7日 遅れ)

10 3(19日 遅れ〕

922(12日  ″ )

,21(12日  ″

',19(10日  ″ :

223(39)

251( '0)

248( 88)

261( 88)

3'(85)
43( 92)

45( ,6)

44( 96)
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11(7,)
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M8CO
C 7
C15
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5

5

5 19 8 8 6(3日 遅れ )
5(  ″  )
5(  ″  )
4(7日 遅れ )

8 7(8日遅れ)
7(9日  ″ )
6(8日  ″ )
6(  ″  〉

,22(11日遅れ )

,20(11日 ″ )

,1'(10日  ″ )
,19(10日 ″ )

243(91)

252( 88)

245( 38)

251( 89)

43(96)
44( '6)

44(100)

43( 96)

6(22)
12( 36)

8(31)
13( 50)

6(66)
14(140)

10(125)

15(136)

注  ( )内数値は平年値との比較 %(平年値
`61 62年

の平均値 )

収となり堆肥の増加が増収にはつながらなかった。以上の

ことは試験 2年地より徐々に現れてきていたが,4年目の
63年はより顕著に認められた。63年の乾物収量を平年と比

較すると,堆肥 0,化成lE料 0の 0-0区が最低で平年比
585%,最高は4-0区の841%と なり,その他の区は65
～75%の範囲であった。堆肥水準で平年比をみると, 0,
4、 8:区それぞれ平均で635,757,724%と なり4ι
区の減収率が最も小さく,ま たばらつきも少なく安定して

いた (表 3)。

2)乾物雌穂率 : 区間の差はなく,平年より高い傾
向を示した (表 3)。

3)デ ンプンの収量 : デンプン含有率については,
区間に差は認められず,ま た,堆肥 ,化成肥料水準にかか

わらず全体に平年より高い傾向があった。更に,部位別に

みると,子実では平年より高く,茎葉では平年より低い傾

向にあった。次にデンプン収量は,堆肥 4t区では化成肥
料15oが最も多収となり,ま た,8t区では横並びで化成
肥料の増加によるデンプンの増収は認められなかった。平

年と比較すると,乾物収量と同様,堆肥 4ι 区の落込みが

小さい傾向にあった (表 3)。

デンプン収曇

試 験 区

(p<005),N03-Nは低温,寡照下にもかかわらず ,
001～ 002%の低いレベルで平年よりも低い値であった。

K/(Mg+Ca)当 量比についても,N同様堆肥の増加
とともに有意に増加し (p<001),ま た,Kに ついても

同様の傾向が認められた。K/(MgttCa)当 量比につい

ては 8ι 区は化成肥料15″区以外の3区及び4t区の化成

肥料225″区で22を越える高い値を示した。その他の成

分については,区間による傾向は認められなかった。また,

平年と比較しても各成分共大きな差は認められなかった

(表 4)。

収
し
量  含 有 撃 4 ま

)

注  〈 )内数値は平年値との比較 χ

に)栄養成分
N含有率については堆肥の増加と共に有意に増加したが

昨年は生育が大幅に遅れ,乾物収量は30%ほ どの減収と

なった。しかし, ミネラルその他の成分含有率については

平年と大差ないことがわかった。施肥量による収量変化に

ついては,堆肥では4ι ,化成肥料では15″まではそれぞ

れ多量施肥することにより収量増となったが,堆肥が8',

化成肥料で225″の水準では必ずしも増収にむすびつかな

かった。また, ミネラル成分,特にK/(Mg+Ca)当 量
比についても堆肥 8ι ,化成肥料225″になると22を越

える高い値を示した。更に,平年と比べても堆肥 4`が安
定しており,以上のことから適正施用量として堆肥 4ι ,

化成肥料15ヵが日安と考えられた。
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表4 N成分,ミ ネラル含有率及びミネラフ″ ラヾンス

試 験 区
成 分 含 有 率 (DMl)

kMg+ca)N NO● ―N K  Ca  M8  P
M 0'` 001 115 014 022 02'

0,1 001 08, 012 010 017
084 001 1“  011 014 01'
087   001   1 0,  0 11   0 12   0 17

M

C 7,
C15
C225

105 001 111 012 012 117
1 23   0 02   1 2,   0 12   0 1,   0 27

1 1`   0 01   1 21   0 12   0 12   0 23

1 15   002   1 25  0 11   0 11   0 21

C 75
C15
C225

12! 001 12' 011 011 022
1 25   0 02   1 70   0 12   0 11   020

1 22   0 01   1 25   0 13   0 12   0 21

1 28   004   1 52  0 10   0 11   01,

050
0 `0

0`2

0 68

215
2 '4
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250表 3 収量性

C' 5
C15

量  乾 物 率  雌 穂 率
(″ /10α )  (%)   (%)

'12〈
65)35(102) 52(112)

l 115(66)  34 ( '')   4, (101)

11`S(,4) 31(106) 49(105)
1286〈70) 32(110) 52(Hl)

1230〈6,) 2'(103) ,0(107)
1327(72)30(101) 50(10`〉
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